
獣医師会が市町の教育委員会から委託され、実施している「ふ

れあい教室」は、現在のところ、主には「生活科」の授業の一

部として開催され、高く評価されています。 

さらに、動物との触れ合いや飼育経験が持つ意義から、近年で

は「道徳教育」への活用が叫ばれ始めています。 

        今年の 10 月。県南の小学校で“道徳教育の一

環”として、「ふれあい教室」が開催されま

した。新しい“ねらい”の「ふれあい教室」

のスタートです。 

１．新しい“ねらい”の「ふれあい教室」 

子供達を取り巻く社会環境の変化から、子供たちは「見たことないけど知っ

ている事」が多く、「命」や「死」などの実体の無い観念的な出来事に対し

て、好奇心の方が勝り、実際の出来事の重大さよりも軽く感じている傾向

が見受けられるようです。みんなのがっこうのどうぶつ 第 3号 第 4号 

人間の脳は、生まれながらに持っている本能の部分、原始的な感情の部

分、高度な感情の部分で構成されています。高度な感情は経験を通して培

われる感情で、本能の部分と原始的な感情の部分をどのようにして連携・

強化していくかにより培われ方が大きく変わるようです。みんなのがっこうのど
うぶつ 第 5号 第 6号 

知識があり学力が高いことと、命を大切にする気持ちや思いやりの気持ち

の強さが必ずしも比例しないことは、先生方の経験や昨今起こってしまった

殺人事件を振り返ってみてもうかがえる事でしょう。高度な感情による“本

能的な行動や原始的な感情”の制御の仕方を上手に経験しないと、“本能

的な行動や原始的な感情”に従ったときに喜びを感じてしまうようになると

いう説も耳にします。人の災難を喜ぶいじめっ子の脳 

命を大切にする気持ちや思いやりの気持ちを培うに

は、本能的な行動と原始的な感情の中にもある「労

り」や「共感」の行動や感情を高度な感情で上手に拾

い上げ、強化する必要があります。前回までの総論

から、次回は各論に突入です。 

この号の内容  

1 新しい“ねらい”の

「ふれあい教室」 

2 根拠に基づく動物飼

育セカンドイントロダクション 

3 飼育舎を工夫する 

冬支度 

★子供たちを取り巻く
社会環境の変化から、
「命」や「死」などの
出来事を、実際の重大
さよりも軽く感じる傾
向がある。 

★本能的な行動や原始
的な感情の中から「労
り」や「共感」の行動
や感情を上手に拾い上
げ、強化する必要があ
る。 
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回覧希望 

老いることも、子供たちには教え

に繫がります。下図‐老ウサギ 
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2 ページ みんなの がっこうの どうぶつ 

         鳥類（ニワトリ、チャボ、インコなど） 

鳥類の冬支度では、「高病原性鳥インフルエンザ」の

伝播経路になりうる「野鳥との接触」を回避することに

十分な対策を取ることが大切です。しっかりと対策を

取っている事が、子供たちの安心にもつながります。 

●野鳥の侵入を阻止する⇒飼育舎の周囲に金網をめぐらす。詳しく

は高病原性鳥インフルエンザ資料特集号 「3．具体的な対策 B-2.野鳥

との接触、飼育舎への侵入を防ぐ」を参照ください。 

ヒント   農業用の透明ビニールシートを利用する。農業用の透

明ビニールシートをフェンスの上端から 1m 程下げて（換気用）

フェンス周りに設置する。また、軒先の先端からカーテンのように

吊り下げる方法もあります。 

高病原性鳥インフルエンザに限らず、野鳥との接触は鳥類の病気

の感染経路になります。渡り鳥がやってくる前に、その対策を始め

ておきましょう。 

                   ウサギ・鳥類共通 

ウサギ・鳥類に共通の冬支度では、寒さ

対策が必要です。「野生に近いから寒さ

に強い」という事はありません。 

●北風対策⇒寒い北風の侵入を防ぐため、農業用のビニールシー

トを飼育舎の周りに設置します。ウサギの場合には、床から 1m50

㎝位の高さまで設置します。ニワトリやチャボなどの地面で生活して

いる鳥類の場合には、天井から 1m位を換気用に開けて、地面まで

設置します。セキセイインコなどの飼育舎の上の部分で生活してい

る鳥類の場合には、地面から 1m 位は換気用に開けて、天井まで

設置すると良いでしょう。 

●床の対策⇒土間でもコンクリートでも床は体温を奪うものです。稲

わらを敷いてあげると良い緩衝剤になってくれます。 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段ボール箱を利用した、烏骨鶏の

巣箱 

★鳥類の冬支度では、
野鳥の侵入を阻止する
対策を取る。 

★北風対策に農業用の
透明ビニールシートを
設置する。 

★床の対策は、稲わら
を敷いてあげたり、段
ボール箱で巣箱を設置
すると良い。 

３．飼育舎を工夫する 冬支度１ 
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ヒント   稲わらがない

場合、段ボール箱で「巣

箱」を作ってあげるもの

良いでしょう。壊れたり汚

れたら、新しいものを

作ってあげるのにも段

ボールは便利です。ま

た、工作は子供たちが楽

しみながら、アイデアを

出してくれるでしょう。 
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